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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第１四半期連結
累計期間

第74期
第１四半期連結
累計期間

第73期

会計期間
自2021年９月１日
至2021年11月30日

自2022年９月１日
至2022年11月30日

自2021年９月１日
至2022年８月31日

売上高 （千円） 3,378,104 2,954,666 17,745,488

経常利益 （千円） 940,541 648,466 5,139,967

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 648,919 445,823 3,778,265

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 534,025 435,016 3,450,724

純資産額 （千円） 40,552,642 40,754,665 42,255,260

総資産額 （千円） 44,667,903 44,906,830 47,347,978

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 19.74 13.82 115.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 90.8 90.8 89.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。

 

EDINET提出書類

ナガイレーベン株式会社(E02809)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

（経営成績）

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、活動制限

が緩和され、社会経済活動の正常化に向けた動きが見られるものの、ウクライナ情勢の長期化、世界的な金融引き

締めに伴う急激な為替の変動などにより、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　医療・介護を取り巻く環境としましては、夏以降のコロナ禍の沈静化を受け、医療・介護施設は落ち着きを取り

戻し、コロナとの共存体制に向けた新たな段階に入りつつあると思われます。しかしながら、今後冬に向かい新た

なコロナ変異株の発生やインフルエンザ流行懸念など、医療逼迫の不安感が未だ完全に払拭し切れない状況でもあ

ります。

　そのような環境の中、当第１四半期連結累計期間における当社グループ（当社及び連結子会社）の売上は、423

百万円の減収（前年同期比12.5％減）となりました。第１四半期連結累計期間の売上は、年間の売上における比率

が大きくないため、前年同期での売上増減の影響を受けやすい期間となります。また、前々年同期には感染対策商

品の特需発生、前年同期には大型更新物件の受注、と過去2期にわたり大幅な売上増となりました。そのため、当

第１四半期連結累計期間のコア市場は、その影響を受けたことで、大きな減収（前年同期比15.3％減）となりまし

た。また、順調に拡大して参りました周辺市場の患者ウェアが、現在は落ち着きつつあるものの洗濯の燃料費高騰

によるリネンサプライヤーの新規資材購入の一時的な抑制の影響を受け、周辺市場としても減収（前年同期比

7.9％減）となりました。

　生産に関する状況といたしましては、原材料費の高騰や国内工場の加工賃上昇および、前年同期比円安での為替

レートであったことにより、売上高総利益率は、前年同期比2.6ポイントダウンの42.8％となりました。

　販売費及び一般管理費におきましては、新型コロナウイルス感染症に関連し、医療機関への訪問規制が緩和し、

国内外での営業活動の回復により、旅費交通費及び展示会費の増加により、前年同期比2.7％増となりました。

　このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては2,954百万円（前年同期比12.5％

減）、営業利益は631百万円（同31.0％減）、経常利益は648百万円（同31.1％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は445百万円（同31.3％減）を計上いたしました。

　2023年８月期の連結業績の生産に関しまして、原油相場高騰による原材料価格の急激な高騰、物流費および人件

費の上昇、為替相場での円安急進などの外部環境の急変により、原価への影響が顕在化してきております。この外

部環境の急変による対応として、2023年2月に向けて価格改定等を進め、その影響を段階的に最小化し、利益率の

改善に努めてまいります。

 

　当社グループの事業は、メディカルウェア等の製造・販売の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を

省略しております。
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（財政状態）

a.資産

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は44,906百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,441百万円減少いた

しました。流動資産合計は36,486百万円となり2,415百万円減少し、主な要因は、現金及び預金の減少2,368百万

円、受取手形及び売掛金の減少854百万円、電子記録債権の減少415百万円、棚卸資産の増加1,121百万円等であり

ます。固定資産合計は8,419百万円となり、25百万円減少いたしました。その内訳として有形固定資産は7,329百万

円となり52百万円減少、無形固定資産は57百万円となり0百万円増加、投資その他の資産は1,032百万円となり26百

万円増加いたしました。

 

b.負債

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は4,152百万円となり、前連結会計年度末に比べ940百万円減少いたしま

した。流動負債合計は3,112百万円となり936百万円減少し、主な要因は、未払法人税等の減少836百万円、支払手

形及び買掛金の増加155百万円、賞与引当金の増加83百万円等であります。固定負債合計は1,040百万円となり、3

百万円減少いたしました。

 

c.純資産

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は40,754百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,500百万円減少い

たしました。主な要因は、配当の実施による減少1,935百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による

増加445百万円等であります。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末89.2％のから90.8％となりました。

 

(2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、52百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（2022年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年１月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 35,736,000 35,736,000
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 35,736,000 35,736,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年９月１日～

2022年11月30日
－ 35,736,000 － 1,925,273 － 2,202,171

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2022年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,475,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 32,252,900 322,529 －

単元未満株式 普通株式 7,300 － －

発行済株式総数  35,736,000 － －

総株主の議決権  － 322,529 －

 （注）　当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は3,475,817株であります。

 

②【自己株式等】

    2022年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ナガイレーベン株式会社
東京都千代田区鍛冶町

２－１－10
3,475,800 － 3,475,800 9.73

計 － 3,475,800 － 3,475,800 9.73

 （注）　当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は3,475,817株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年９月１日から2022

年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年９月１日から2022年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,560,650 26,192,331

受取手形及び売掛金 2,992,165 2,137,647

電子記録債権 2,247,492 1,831,688

棚卸資産 ※ 4,886,229 ※ 6,007,355

その他 216,314 318,313

貸倒引当金 △528 △405

流動資産合計 38,902,323 36,486,931

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,577,063 2,536,484

機械装置及び運搬具（純額） 193,461 186,234

土地 4,440,815 4,440,815

建設仮勘定 52,855 52,855

その他（純額） 117,679 113,000

有形固定資産合計 7,381,874 7,329,390

無形固定資産 56,991 57,553

投資その他の資産   

投資有価証券 173,855 170,105

その他 834,733 864,649

貸倒引当金 △1,800 △1,800

投資その他の資産合計 1,006,789 1,032,955

固定資産合計 8,445,654 8,419,899

資産合計 47,347,978 44,906,830

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,607,931 1,763,061

未払法人税等 1,055,531 219,241

賞与引当金 88,670 171,946

その他 1,296,460 957,776

流動負債合計 4,048,594 3,112,026

固定負債   

役員退職慰労引当金 33,610 34,407

退職給付に係る負債 633,951 629,213

その他 376,561 376,516

固定負債合計 1,044,123 1,040,137

負債合計 5,092,718 4,152,164
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,925,273 1,925,273

資本剰余金 1,922,827 1,922,827

利益剰余金 42,532,681 41,042,893

自己株式 △4,151,203 △4,151,203

株主資本合計 42,229,578 40,739,790

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 67,303 64,596

繰延ヘッジ損益 43,295 30,374

退職給付に係る調整累計額 △84,917 △80,095

その他の包括利益累計額合計 25,682 14,874

純資産合計 42,255,260 40,754,665

負債純資産合計 47,347,978 44,906,830
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年９月１日
　至　2021年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年９月１日
　至　2022年11月30日)

売上高 3,378,104 2,954,666

売上原価 1,845,865 1,689,633

売上総利益 1,532,238 1,265,033

販売費及び一般管理費 617,054 633,913

営業利益 915,183 631,119

営業外収益   

受取利息 1,143 1,140

受取配当金 1,379 1,546

受取賃貸料 22,121 22,096

為替差益 3,315 －

雑収入 6,856 5,104

営業外収益合計 34,817 29,887

営業外費用   

固定資産賃貸費用 9,459 10,328

為替差損 － 2,205

雑損失 0 6

営業外費用合計 9,459 12,540

経常利益 940,541 648,466

特別利益   

固定資産売却益 136 －

特別利益合計 136 －

特別損失   

固定資産除売却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 940,677 648,466

法人税、住民税及び事業税 310,392 214,383

法人税等調整額 △18,633 △11,740

法人税等合計 291,758 202,643

四半期純利益 648,919 445,823

親会社株主に帰属する四半期純利益 648,919 445,823
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年９月１日
　至　2021年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年９月１日
　至　2022年11月30日)

四半期純利益 648,919 445,823

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △119,907 △2,707

繰延ヘッジ損益 323 △12,921

退職給付に係る調整額 4,690 4,821

その他の包括利益合計 △114,893 △10,807

四半期包括利益 534,025 435,016

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 534,025 435,016
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　棚卸資産の内訳及び金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2022年８月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年11月30日）

商品及び製品 3,831,082千円 4,749,239千円

仕掛品 174,818 166,879

原材料及び貯蔵品 880,328 1,091,236

計 4,886,229 6,007,355

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年９月１日
至　2021年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年９月１日
至　2022年11月30日）

減価償却費 71,631千円 65,950千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年９月１日　至　2021年11月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月25日

定時株主総会
普通株式 1,971,934 60.00 2021年８月31日 2021年11月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年９月１日　至　2022年11月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月25日

定時株主総会
普通株式 1,935,610 60.00 2022年８月31日 2022年11月28日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの事業は、メディカルウェア等の製造・販売の単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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（収益認識関係）

当社グループの事業は、メディカルウェア等の製造・販売の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益

を市場別に分解した情報は、以下のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間（自　2021年９月１日　至　2021年11月30日）

 売上高（千円）

　コア市場 2,378,100

　周辺市場 959,945

　海外市場 40,058

　顧客との契約から生じる収益 3,378,104

　その他の収益 －

　外部顧客への売上高 3,378,104

（注）コア市場・・ヘルスケアウェア、ドクターウェア、ユーティリティウェア、感染対策商品、シューズ・他

　　　周辺市場・・患者ウェア、手術ウェア

 

当第１四半期連結累計期間（自　2022年９月１日　至　2022年11月30日）

 売上高（千円）

　コア市場 2,015,199

　周辺市場 884,308

　海外市場 55,159

　顧客との契約から生じる収益 2,954,666

　その他の収益 －

　外部顧客への売上高 2,954,666

（注）コア市場・・ヘルスケアウェア、ドクターウェア、ユーティリティウェア、感染対策商品、シューズ・他

　　　周辺市場・・患者ウェア、手術ウェア

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年９月１日
至　2021年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年９月１日
至　2022年11月30日）

　１株当たり四半期純利益 19円74銭 13円82銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 648,919 445,823

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
648,919 445,823

普通株式の期中平均株式数（株） 32,865,560 32,260,183

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年１月12日

ナガイレーベン株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山﨑　隆浩

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 稻吉　　崇

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているナガイレーベ

ン株式会社の２０２２年９月１日から２０２３年８月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２２年

９月１日から２０２２年１１月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２２年９月１日から２０２２年１１月３

０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ナガイレーベン株式会社及び連結子会社の２０２２年１１月３０日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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